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S31a 低光度活動的銀河中心核のＸ線時間変動
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活動的銀河中心核は速い時間変動を持つことが知られており、特にＸ線領域では 1000秒から 10000秒程度で
光度が２倍変動する。時間変動は輻射領域の大きさを決める手段に良く使われ、活動的銀河中心核の場合は、こ
の時間変動で求めた大きさから中心の巨大ブラックホールの質量を決めるのにしばしば使われる。セイファート
銀河など高光度活動的銀河中心核の場合、Ｘ線光度と時間変動は相関があることが知られており、時間変動が中
心のブラックホールの質量を表すとすると大きな活動的銀河中心核の方がより多くの輻射を出すことで理解でき
る。それでは、低光度活動的銀河中心核はどうなのであろうか？
我々は、Ｘ線天文衛星「あすか」のデータを用いて、高光度活動的銀河中心核の 100分の１の光度を持つ低光
度活動的銀河中心核の時間変動を調べた。その結果、１日の観測期間中に有意な時間変動を見つけることはでき
なかった。林田らが用いた規格化された power spectral densityからブラックホール質量を推定する方法を用い
たところ、低光度活動的銀河中心核のブラックホール質量の下限値が 107太陽質量であることを得た。これは、
QSOの質量に匹敵するものである。我々の結果は、低光度活動的銀河中心核は高光度天体と同じ巨大ブラック
ホールを持ち、その明るさが２桁以上暗い天体であると解釈できる。
本講演では、我々の研究結果を述べるとともに、低光度と高光度活動的銀河中心核の関係についても言及し
たい。


